










目的:バルブロ酸は抗てんかん薬として現在広く使用されている医薬品であるが、バルプロ

酸による Reye 症候群様の症状の発生が報告されており、Reye 症候群の発症因子の 1 つに

数えられている。これまで Reye 症候群の発症機構を解明する為に毒物、薬物、脂肪酸など

の各種化学物質による実験モデルの作製が検討され、何種類かの物質が候補にあげられて

いる。その中で4-pentenoicacid は、Reye 症候群と類似した症状を示すジャマイカ嘔吐症

の原因物質のHypoglycin Aと構造が似ているなど注目されている.ところで,バルプロ酸は

脂肪酸の 1 種で,1 部は他の脂肪酸と同様に酸化を受けて代謝されるが,その代謝物の中に

4-pentenoic acid と構造の非常に類似した 2-propyl-4-pentenoic acid(4-en)が存在する

ことが確認されている。そこで,バルプロ酸による Reye 症候群様の症状の発生にこの 4-en

が関係しているのではないかとの仮説をたて,4-en の毒性について検討を行うこととした。

しかし、4-enは市販されていないために合成しなければ入手できない。今回は、現在検討

を進めている 4-en の合成の経過について報告する。 


